
 北方町政策審議会 グループ協議 会議要旨 

 

グループ名 グループ２ 出席委員数 ５ / ６ 名 

日 時 平成２８年 ７月１１日（月）１３時００分～１５時００分 

場 所 ２階 第２会議室 

【協議事項】（テーマ等） 

１． グループリーダーについて 

橋下佳世子さん（前回橋下さんの欠席で、暫定的にリーダーを浅井裕子さんにお

願いしてあったところ、今回正式に橋下さんに決定） 

 

２． リーダー会の報告（浅井さんより） 

 給食センターの老朽化について・・・教育長はじめ教育委員会より説明を受けた。

建てかえには何十億の費用がかかる。現在は、古い建物の中で、衛生面には細心の

注意を払って給食をつくっている。 

 旧庁舎の建物利用について・・・建物を使用する場合の光熱費が年間一千万円か

かる見込みで、借り手の負担が大きくなってしまうことがネックになっている。 

 

――以下、本日の意見交換内容―― 

３． ファミリーサポート事業について 

  

 

 

 

 

 

  

 

利用料金の妥当性（現在７００～８００円／時間程度）について検討・・・ 

・初回料金を下げることで、ハードルを下げれば、大勢に制度の良さを知ってもら

えて、２回目以降の利用につながるかもしれない。（それでも、７００～８００

円という料金では、２回目以降利用しない人もいるかも・・・という意見も） 

・あまり、安すぎる料金設定では、本来ファミサポが不必要な人まで安易な気持ち

で利用してしまい、制度の主旨に反する結果になるのでは。 

・仮に料金を下げるために補助金等で補填することとした場合、単年度でなく、恒

久的に安い料金を維持できるしくみはどうするのか。 

・「交通安全委員」「体育委員」などを引き受け、地域貢献することで、電子マネ

ー（地域マネー）が貯まり、貯まったマネーの使用に関しては、特に子育支援関

係での利用が優遇されるような仕組みがあるといいのでは。（例：通常は１ポイ

ント＝１円、ファミサポ利用は１ポイント＝１．５円） 

参考 現在のファミリーサポートの主な利用状況・・・ 

・託児は提供会員（預かる側）の家で行われるケースもあるが、ファミリーサポート

センターのある「ままプラザほっと」内で行われることも多い。 

・「母親が会議中に会議室の隣の部屋で託児」「児童の保護者説明会の間に学校内で

託児（５０人）」等、さまざまなケースに対応したサポートを行っている。 

・託児だけでなく、子どもの送迎のための利用が多い。 

北方町ファミリー・サポート・センターＨＰ http://ameblo.jp/kitagata-famisapo 

http://ameblo.jp/kitagata-famisapo


４． シルバー世代の人材活用について 

・定年後の時間を持て余している人は多いはずだが、捜すとなると難しい。北方町

内のシルバー世代の「データベース化」（私は○○が得意、○○の分野で働いて

きた、など）ができたら有用だと思う。北方町をシルバー人材活用のモデル地区

として、国等から補助金を受けてデータベースをつくれないだろうか。 

・小中学校で、シルバー世代による特別ゼミを行えないか。「企業って何やってる

の？」「税金の使われ方」「株のしくみ」など。先生でも説明が難しいことでも、

その分野のＯＢがうまく子どもに授業をできたらいいと思う。 

 

５． その他 

・以前の協議内で、北方西小学校では児童数が少ないことで「社会見学に申し込め

ない」などの問題が起きているという話があった。町内に限らず、似た状況の学

校はあると思うので、近隣市町村の学校に見学に行き、話を聞くことがいいので

はないか。 

・今後の町のまちづくりの方針である「地域再生計画」。この計画の区域内にある

「広域交流拠点エリア」に子育てに関連する施設を要望するのもいいのでは。 

・ふれあい水センター（下水処理場）の一部を業務に支障の無い範囲で公園として

一般開放してもいいのではないか。 

 

－次回開催予定日－ 

８月３１日（水）１３：００～１５：００ 

テーマ：ファミリーサポート事業の適正な利用料金 

    ご近所を如何に知るか（シルバーのデータベース作りに関連して） 

     

※発言順にこだわらず対応する意見については、まとめて下さい。 

 発言者名は未記入でお願いします。 


